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国見山風力発電についての要望書

現在、長崎県と佐賀県の県境に位置する国見山周辺において （株）エコ・パワーによ、

る大型風力発電建設が計画され、配慮書の縦覧も行われています。

この計画に隣接する佐世保市世知原町国見山一帯は県北地域で最も標高が高くまとまっ

た照葉樹林が残っているために、これまで多くの生物分類群で調査が行われてきました。

当会でも長年生物調査を行っています。その結果市内では最も優れた森林生態系を維持し

ていることが分かっています。

また、北松県立公園に指定されており、市民のレクリェーションの場としても重要な地

域となっています。

佐世保市環境基本計画に基づき、市として本地域への風力発電建設が適切でないことを

事業者に伝えると共に、伊万里市へは本事業の推進をしないように、さらに国有林の管理

者に対しては貸し付けをしないように、意見を述べて頂くよう要望致します。

記

、 、縦覧されている配慮書を見ると 本事業の実施が環境に与える影響は下記の五項目であり

確実に回避が図られなければなりません。

【生活への影響】

【生物（動植物）及び生態系への影響】

【 】人と自然とのふれあい活動の場への影響

【景観に与える影響】

（１ 【生活への影響】）

道路拡張が計画されている県道は開作区（新山地区）の住民が利用しており、道路工事・

中や風力発電建設に伴う交通規制により生活に支障が出る。なお、開作地区では道路拡

張が計画されている道路沿いの渓流（南谷川）の水を飲料水としているが、簡易水道の

ために濁りが出ると除去できず、生活に多大な影響が出る。

また、北谷川ではヤマメの養殖場（ヤマメの里）があり、濁水などが出ると養殖に大き

な影響が出ることが考えられる。

（２ 【生物（動植物）及び生態系への影響】）

①風力発電機による影響

風車の設置による野鳥のバードストライクという直接的な影響及び風車の存在が渡り鳥

の渡りルート上の障壁となるため渡りのルートの変更や回避が生じるなど間接的な影響

が想定されます。
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②資機材の運搬用の既存道路の拡幅による影響

道路の拡張により 林縁に生えている樹木と林の一部 ソデ群落とマント群落 そして、 （ ）、

林道を覆っている樹木が伐採されます。当然林中が明るくなり風も直接入るため乾燥化

し、これまでの森林の環境が急激に変わります。

その結果、土壌生物・昆虫類などが減少し、こられを餌としている両生は虫類・肉食昆

虫類・鳥類・ほ乳類などが生息できなくなる影響がでます。

さらに、道脇の側溝は森林性のカエルやカスミサンショウウオなどの産卵場所となって

いますが これも消滅します また 道路工事で濁水が出ると小さい沢で生活しているこ、 。 、

れらの幼生にも影響がでます。

また、降雨時に発生する濁りにより渓流性のカワガラスの生息にも影響を及ぼす恐れが

あります。

このように、道路拡張による生態系への影響は計り知れず、北松浦半島で最も自然度が

高い地域に大きなダメージを与える。

※別紙として 道路拡幅により影響を受ける生物のリスト及びこの地域で長年ガ類の研究、

をされている西澤正隆さんのデータを添付します。

（３ 【 】） 人と自然とのふれあい活動の場への影響

世知原町赤木場には 長崎県立世知原少年自然の家 があり 中学・高校生は 他所で・ 「 」 、 、

は感じることのできない豊な自然を体感するために国見山登山をしており、山頂から

一望する風景に感動していますが、風車が建設されると平戸方面を望む尾根に風車が建

ち並び、景観の質を著しく悪くします。

・運搬ルートと計画されている道路の周辺には、古くから地域の水資源保護のため水神様

、 、 、が祀られており 渓流や背後の山林等を含め 地域の日常的な拝礼等の場となっており

これらの一体的な保全が必要です。

②九州自然歩道への影響

・国見山から世知原町開作一帯には九州自然歩道の本線ルート及び周回ルートが設定され

ています。風力発電はこのルートから望見されるとともに、資機材の運搬ルートは自然

歩道のルートに重ります。特に自然歩道が運搬ルートとされると利用に直接的な影響が

及びます。

なお、自然歩道は希少なアカガシ優占の森を通るなどしており、九州森林管理局のホー

ムページにおいても「国見山の山歩き ファミリー向き」として紹介されています。

・運搬ルートとして既存道路が拡幅されると、自然歩道ルート沿いの自然環境が大きく変

化することから、自然歩道の利用上の質的価値が失われます。

・国見山は全体が鳥獣保護区であり、照葉樹林が残されているので、森林性の野鳥（特に

夏鳥）が多く県外からもバードウオッチャーが訪れています。しかし、道路脇の樹木が

伐採されると林縁の環境が変化し、バードウオッチングに大きな影響がでます。

＊鳥獣保護区特別保護地区と保健保安林がある。

③沢登り体験等への影響

改修が計画されている道路沿いの渓流は、滝などもあるために山岳会が沢登りとして利

用。また、子供達の沢登り体験、自然教育の場として利用されており、渓流の改変や水

質、水流の変化によりその場が失われる可能性があります。



（４ 【景観に与える影響】）

「 」「 」・世知原町一帯の重要な眺望点及び視点場である 国見山山頂 国見の郷及び近隣施設

県天然記念物大山祇神社社叢 山暖簾 からの眺望に風車が視認され眺望景観の変化「 」「 」

や質の低下など影響が生じるおそれが確実、若しくは極めて高く、さらに当地の地域振

興の観点からも大きな問題です 山暖簾 の建設時には国見山の眺望を妨げるスギ林を。「 」

伐採した経緯もあります。

・国見山山頂から延びる稜線に囲まれた世知原町開作の谷はこれらと一体となって景観を

形成しており その重要な要素である稜線から大きくて目立つ人工物の突出は 当地域の、 、

重要な「いにょう景観」に大きな影響を及ぼします。

。 、・国見山山頂からは樹木の陰で見えない東側の一部分を除き広い展望が利きます しかし

最近展望台西側の樹木が大きくなり、展望を阻害しているために佐世保市が定期的に剪

定を行うなど展望の確保に努めていますが、風力発電機が建つとそんな自然景観を悪化

させてしまいます。

・佐世保市の景観100選では「国見山からの眺め」として国見山が含まれおり、長崎県の

新観光100選の地としても選ばれています。なお、地元の世知原小中学校の校歌では共

に１番に「国見山」が歌われています。これは地元のシンボルとして大切にされている

証拠です。なお、山頂の石碑は「西日本景勝地第一」に選ばれた時のものであり、昭和

54年に長崎新聞主催の「新観光100選の地」に選ばれた際の記念碑もあります。

以 上

本風力発電建設が及ぼす環境改変に対し、回避へ向けてどのような取り組みがなされる

か９月14日までにお知らせ下さい。

なお、本要望書は当会のホームページに掲載することを予めお知らせ致します。

ふ る さ と 自 然 の 会

事務局 川内野善治

〒859－6405 佐世保市世知原町開作427-5

TEL/FAX 0956-78-2865

http://www5d.biglobe.ne.jp/~furusato/
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